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	応用
	抗原情報
	背景
	AKT1遺伝子によってコードされるセリン-スレオニンタンパク質キナーゼは、血清飢餓状態の初代培養線維芽細胞および不死化線維芽細胞において触媒活性を示さない。AKT1および関連タンパク質であるAKT2は、血小板由来増殖因子によって活性化される。この活性化は迅速かつ特異的であり、AKT1のプレクストリン相同ドメインの変異によって阻害される。この活性化はホスファチジルイノシトール3-キナーゼを介して起こることが示されている。発達中の神経系において、AKTは増殖因子誘導性のニューロン生存の重要なメディエーターである。生存因子は、セリン/スレオニンキナーゼAKT1を活性化することで転写非依存的にアポトーシスを抑制し、AKT1はアポトーシス機構の構成要素をリン酸化して不活性化する。この遺伝子の変異は、プロテウス症候群と関連している。この遺伝子には、複数の選択的スプライシングを受けた転写バリアントが見つかっている。 [RefSeq提供、2011年7月]
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	-
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	RAW264.7 細胞抽出物を、1:1000 の Phospho-AKT1 (Ser124) ウサギモノクローナル抗体を使用してウエスタンブロット分析しました。

